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おける，例えば，個人の評価項目のマトリックスにお  

ける創造性や実現性，柔軟性および計画性などのプロ  

ジェクトにおいて重視されるプロジェクトの方向特徴  

を示すものである．   

新プロジェクトの方向での各個人の評価は，時系列  

評価値マトリックスと特性単位ベクトルとの内積に  

よって示される．今回のプロジェクトに対する各個人  

（m人）の新プロジェクトへの適応評価値ベクトルβi  

を求める．  

1 はじめに  

グローバル化の進展により，日本企業を取り巻く経  

営環境が大きく変化している．このように変化する経  

営環境や市場構造などに対応できる戦略的なプロジェ  

クトの運用が必要である．プロジェクトは多彩な専門  

分野をもつ人達が臨時的に組織を作って，目標を達成  

する形態をとる．職能別では達成できない非日常的な  

活動により，目標達成を目指すものである［叶 本論  

文では，プロジェクトチームの組織編成を実施する手  

法としてプロジェクト・ポートフォリオ・マネジメン  

トを提案する．   

本論文では，プロジェクトチームの組織編成に対す  

る意思決定者の希求水準を幅を持って考慮するため  

ポートフォリオ分析手法にファジィ集合の概念を導入  

し，意思決定者の希求水準の満足化を実現するモデ  

ル【2，3】を用いて，社員個人の過去の実績を用いて業  

績評価を行い，プロジェクトチームの組織編成を効率  

的に実現する戦略的な手法を提案する．  

βi＝頼IiT  
（2）  

この新プロジェクトへの適応評価値マトリックスを，  

証券への分散投資手法であるポートフォリオ分析手法  

にファジィ集合の概念を導入し，プロジェクトの期待  

効果率とリスクの両指標に対して，意思決定者の漠然  

とした希求水準を反映させたファジィ・ポートフォリ  

オモデルに基づいて分析する．以下にその定式を示す．  

【定式1】  

maximize 入t  

Subjectto αvV（G）＋le≦αvlhl  

αβg（G）一入亡≧αgβ〟  

（フi＝1  

i＝1  

Å亡＞O  

G≧0（f＝1，2，‥・，れ）  

ここで・V（G）＝∑ニ1∑；＝1JijCiCJ・β（G）＝  

∑た1朽qであり，Jりは第f適応評価値Giと第J  

適応評価値Gjとの共分散‥叫は第f適応評価値の期  

待評価率，G‘は第よ適応評価値への割当率である．   

また，侮は目標リスクに対する帰属度入が0．5と  

なるリスクの値，且〟は目標プロジェクトの期待効果  

率に対する帰属度入が0．5となるプロジェクトの期待  

効果率の値，αvおよびαβはメンバーシップ関数の形  

状を決定するパラメータで，ともにαv＞0，αβ＞0  

である．またん＝Iog（入／（1一入））とする・  

2 プロジェクト・ポートフォリオ・  

マネジメント  

プロジェクト・ポートフォリオ・マネジメントとは  

組織に存在する個人の過去の業績評価を基にプロジェ  

クトチームの組織編成を効率的に行うための戦略的な  

手法である．分析手順を以下に示す．   

要因数をmとし．第盲要因の過去Ⅳ期プロジェク  

トにわたる時系列評価値マトリックスを叫とし，新  

プロジェクトの特性ベクトルをαiTとする．このとき  

の新プロジェクトの特性ベクトルの大きさをII叫Ilと  

すると新プロジェクトの特性単位ベクトルは  

叫T＝  

．  

（1）  

である．この特性単位ベクトルとはプロジェクトが目  

指す方向を示すベクトルである．すなわち評価項目に  
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表2：プロジェクト適応率  

A   B   D   E   F   G   J   

リスク回避  0．3252  0．0000  0．0000  0．0000  0．4037  0．0770  0．0331  0．0482  0．1125  0．0000   

0．3334  0．0000  0．0000  0．0000  0．4671  0．0589  0．0344  0．0591  0．0468  0．0000   

基準   0．2683  0．0000  0．0000  0．0000  0う206  0．0387  0．1040  0．0683  0．0000  0．0000   

0．1895  0．0000  0．0000  0．0000  0．5299  0．0305  0．1799  0．0700  0．0000  0．0000   

収益重視  0．1272  0．0000  0．0000  0．0000  0．5373  0．0240  0．2400  0．0713  0．0000  0．0000   

表1：帰属度入，リスクと期待収益期待効果率  収益重視型のプロジェクトチーム編成をする場合は，  

社員Eが最も適応性があると考えられ，続いてG，A，  

H．Fの順となっている．   

このプロジェクトにおいてはA，FおよびⅠはリス  

ク回避型の社員．またE，GおよびHは収益重視型  

の社員であると考えられる．  

5 おわりに   

本論文では，会社のプロジェクト組織編成者（意思  

決定者）の希求水準を幅を持って考慮するためポート  

フォリオ分析手法にファジィ集合の概念を導入し，意  

思決定者の希求水準の満足化を考慮したモデルを用い  

て，社員個人の過去の実績を用いて業績評価を行い，  

適切なプロジェクトチームの編成を実施する手法であ  

るプロジェクト・ポートフォリオ・マネジメントを提  

案した．   

本手法により，意思決定者の希求水準を最も満たす  

場合．リスク回避型および収益重視型の意思決定を  

した場合のプロジェクトチームの編成をすることがで  

きる．  
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帰属度入  リスク  期待率   

リスク回避  0．5338  0．0005  0．0169   

0．6125  0．0008  0．0185   

基準   0．6669  0．001l  0．0207   

0．6460  0．0014  0．0218   

収益重視   0．5876  0．0017  0．0227   

3 プロジェクトチーム編成問題への   

適応  

本数値例の設定を以下のようにする．   

1．業績評価項目は課題認識力，対人協調力，専門知   

識／技術，柔軟性，計画性．倫理意識，積極性お  

よび持続性の8項目の評価を用い，それぞれ最近  

の過去10の業績評価値を用いる．  

2・新プロジェクトの特性ベクトルを叫T＝【6，7，6，   

5，6，6，7，7】する．  

3．最適評価値およびリスクに関する必要レベル，十   

分レベルは陀＝0．00387，lん＝0．00002，gエ＝   

0．00610および助＝0．02687と設定する．  

4．αvとα月の関係はαv＝5．39963（｝βとする．こ  

のとき，リスクおよびプロジェクトの期待効果に  

関して双方のあいまいさの幅をもたない．  

5．αv＝903．4223，αβ＝166．7724を基準とする．   

4 考察   

表1，表2より，意思決定者の希求水準が最も満た  

される場合の意思決定，リスク回避型の意思決定およ  

び収益重視型の意思決定についてのプロジェクトチー  

ムの最適構成が示される．   

意思決定者の希求水準が最も満たされる場合．社員  

Eが最も適応性があると考えられ，続いてA，G，H，  

Fの順となっている．  

リスク回避型のプロジェクトチーム編成をする場合  

は，社員Eが最も適応性があると考えられ，続いて  

A．Ⅰ，F，軋 Gの順となっている．  
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